
国際小児がん Day（2 月 15 日）に合わせ

て 2 月 16 日に小児がん啓発イベントを

開催しました！ 

今年も昨年に引き続き、横浜駅東口地

下そごう前の新都市プラザ催事スペース

で、「みんなで知ろう 小児がんのこと！」

のイベントを行いました。 

オープニングと共に、アルプホルンの深

い音が奏でられ、当院の職員と患者経験

者などで結成された「Swing for Kids」

によるブラスバンドによる演奏が行われ

ました。たくさんの一般の方々が、足を止

めてその演奏に聞き入り、音楽に合わせ

て体を動かしている子どもたちも見受け

ました。 

 

会場では、入院中や外来通院中の子どもや家族

の一部に書いていただいたメッセージも掲示し、小児がんの子どもや家族へエールを送って

もらおうと、参加いただいた皆さんにメッセージを書いて頂きました。応援の絵を描いてく

れた子どもたちもいました。寄せられた約 200 のメッセージは、病院内で掲示しています。 



 

 

また、神奈川健康財団さんによる「健康体操」では、職員も

含め楽しく体を動かして参加している様子がみられました。 

 

トークショーには、今は看護師さんとして働き、また患者の

ピアサポートグループでも活動している小児がん経験者、お

子さまが小児がんを発症し、患児や家族との交流を図った

り、お子様自身もレモネードスタンドなど活動されている小

児がん経験者のお母様、ご自分もがんと闘病しながらフット

サルを行い、また入院中や退院後の子どもたちにサッカーを

通してたくさんの笑顔をもたらしてくれている湘南ベルマ

ーレの久光選手、そして、今回のように小児

がんの啓発活動で小児がんのこと、またレ

モネードスタンドのことを知り、小児がん

のサポーターとして応援してくださってい

る声優の伊瀬茉莉也さんが出演してくださ

いました。 

 



小児がん経験者やご家族の立場からは、闘病を頑張れた支えや、今ピアサポートで活動して

いる理由、病気が分かるまで、また病気の治療が終わってから、患児のみならず、病気のき

ょうだいへも多くの影響がもたらされることなどをメッセージとして語って下さいました。

また、久光さんからはアスリートとして病気に負けない自分でありたいことや、自分が頑張

ることで、病気のためにあきらめる必要がないことを伝えたい思いがあること、伊瀬様から

は自分の立場で、小児がんや家族のサポーターとしてできることを果たそうとして下さって

いることが語られました。 

トークショーの際にも、足を止めて話

を聞いてくださる方、またその後メッ

セージを書いてくださる方などがおら

れ、4 人それぞれの思いが届いている

ように思いました。 

また、今回もチェコセンター東京、が

んの子どもを守る会にご協力を頂き、

小児がん患者の写真「MY NEW LIFE」

から「Modeling」、小児がんの子どもた

ちによる素敵な絵画の展示を行い、多くの人に見ていた

だきました。守る会のブースに立ち寄り活動などについ

て質問している様子もみられました。 

こちらで用意した小児がんに関する情報などリーフレ

ットを入れた 300 の袋はあっという間になくなり、多

くの方へ小児がんのことを知ってもらう機会となった

と思います。 


